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1　商法 266条ノ 3第 1項との比較の必要
大住委員は、重要事項につき報告書に虚偽の記載をした場合の、会計監査人の
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あるわけですね。」（同速記録 132頁）
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昭和四九年商法改正と法制審議会商法部会小委員会（十二ノ五）（三枝）
他方、会計監査人監査の問題は、証取法監査に関する事項でもあるので、その担
当官署である大蔵省の意向、あるいはその下に設置された企業会計審議会の審議状
況にも配慮しながら、慎重に審議が進められた。しかし、小委員会としての統一意
見の形成には至らないままこの日の審議は終了した。
（明治大学名誉教授）
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